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(a) 具体的な活動(話し合う，思いつくだけメモする，等)や考える観点が示されている， (b) 





示されている， (c) 具体的な活動・観点とメモ・カードがともに示されている，(d) r材料を集








注意点が示されている (b) r工夫しようJ， i分かりやすく書こう j等の抽象的な教示だけであ
る， (c) i書こうJという教示だけであるか，記述に関する言及がない，という 3段階で評価し，
a段階は0，b段階はム c段階は×と記入した。
「⑪推蔽に関する指導J，つまり文章を書いた後に見直することについて， (a)具体的な観点が
設定されている， (b) I見直そう j，r推敵しようj等の教示だけである， (C) 1防長に関する言及
がない，という 3段階で評価し， a段階は0，b段階はム c段階は×と記入した。
f⑮書いた後の交流に関する指導J， つまり書き上げた文章を使った交流活動や相互許制liを行う
ことについて， (a)具体的な評価基準や感想例が示されている， (b) r読み合おうJ等の教示だけ
である， (c)交流に関する言及がない，という3段階で評価し， a段階は0，b 段階はム， c段階
は×と記入した。ただし，本資料は文章を書くために行われた交流活動，つまり書くまでの交流
も考察の対象とするため， i⑬書くまでの交流に関する指導」という項目も設けた。この項目につい
て， (a)具体的な観点が設定されている， (b) I意見交換しようj等の教示だけである， (c)交



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































( 2) 1:1]患における，日本の国語科に相当する科目である。本資料では， I両国の国語科Jについ
て言及するH寺， ，-匡|詩科」という言葉は日本の「国語科Jと仁ド留の「語文字1-J jlUJ方を指す。
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